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飲料水に亜塩素酸ナトリウムを添加（ ～ ）し、 マウス0.1 30mg/L B6C3F1
に 日間投与。 の亜塩素酸ナトリウム投与群でのみ脾臓の 細28 30mg/L CD8+

胞の総数が増加。

～ の亜塩素酸ナトリウムのマウスに対する免疫毒性は少ない0.1 30mg/L
ことを示唆する結果であった。
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魚類に対する二酸化塩素と亜塩素酸塩の毒性を比較。二酸化塩素の方が

魚類に対する毒性が高い。
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、 、 、 （ 、 、 、SD 0 35 70 300ppm 0 4 8 30mg/kg/dayラットに対し 及び 雄： 及び

雌： 、 、 及び に相当）の亜塩素酸ナトリウムを含む飲料0 5 10 39mg/kg/day
水による二世代繁殖毒性試験。全群で飲水量が減少し、 及び 群70 300ppm

300ppmで摂餌量及び体重が減少した。繁殖毒性の証拠は得られていない。

群で仔体重が減少し、性成熟が少し遅延した。 群で軽い貧血及び300ppm
メトヘモグロビン血症が観察された。甲状腺ホルモンレベルは影響を受け

ていない。神経系の変化は限定的で、 及び 群の出生後 日で70 300ppm 25
聴覚驚愕振幅が少し低下し、 群の出生後 日で絶対脳重量が少し300ppm 11
減少したが、これらは、疑問のある神経毒性所見である。繁殖及び甲状腺

NOEL 300ppm NOAELホルモンへの作用から は 血液毒性及び神経毒性から。

70 300ppm 8 30mg/kg/day 10 39mg/kg/dayはそれぞれ 及び 雄： 及び 雌： 及び（ 、

に相当 。）


